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松
元
町
長 

九
万
田 

萬
喜
良 

  

永
年
そ
の
発
刊
が
期
待
さ
れ
て
い
た
、
わ
が
町
の
郷
土
史
が
こ
こ
に
発
刊
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
慶
び
で
あ

り
ま
す
。 

 

編
纂
に
当
た
ら
れ
た
委
員
の
皆
様
は
、
そ
の
委
嘱
に
応
え
長
年
月
に
わ
た
り
、
よ
り
幅
広
く
、
よ
り
正
確
な
把
握
を

主
眼
と
し
て
調
査
集
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員
の
中
に
は
、
高
齢
の
た
め
死
去
さ
れ
た
り
、
病
床
に
あ
る
な

ど
そ
の
御
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。
過
去
の
歴
史
、
先
人
の
生
活
や
業
績
、
史
跡
な
ど
知
り
、
現
在
と
比
較
し
、
未
来
へ

の
創
造
こ
そ
町
の
発
展
は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

高
齢
化
社
会
、
技
術
革
新
、
高
度
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
貌
す
る
中
、
次
の
世
代
へ
つ
な
が
れ

よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
こ
れ
が
わ
が
町
の
教
育
、
文
化
、
産
業
の
振
興
や
観
光
そ
の
他
幅
広
く
有
効
に
利
用
さ
れ
、

本
町
発
展
の
資
と
な
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。 

 

本
史
の
発
刊
を
お
慶
び
す
る
と
と
も
に
、
永
年
調
査
執
筆
に
献
身
努
力
さ
れ
た
委
員
の
皆
様
や
、
豊
富
な
内
容
の
資

料
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
河
口
貞
徳
先
生
、
総
括
監
修
な
ど
お
引
受
け
く
だ
さ
っ
た
有
馬
俊
郎
先
生
に
深
甚
の
敬
意

と
謝
意
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

昭 

和 

六 

十 

一 

年 

三 

月 
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教
育
長 

新 

屋 

憲 

男 
 

昭
和
三
十
八
年
「
松
元
町
郷
土
史
第
一
輯
」
が
、
本
町
に
残
る
史
蹟
の
説
明
を
中
心
に
編
集
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
二

十
年
余
を
経
過
し
、
残
部
は
既
に
な
く
、
入
手
す
る
こ
と
は
至
難
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
郷
土
の
歴
史
全
般
に
わ
た
る
総
合
的
、
体
系
的
郷
土
誌
の
出
版
を
望
む
声
が
、
年
を
追
っ
て
高
く
な
り
ま

し
た
。 

 

昭
和
五
十
三
年
頃
か
ら
、
「
郷
土
誌
編
集
委
員
会
」
が
本
格
的
に
、
資
料
収
集
活
動
に
力
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
第
一
輯
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
郷
土
関
係
文
献
の
乏
し
い
本
町
に
お
い
て
は
、
非
常
に
困
難
な
事
業
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

委
員
の
方
々
の
病
気
不
幸
等
も
あ
り
、
委
員
長
も
有
馬
純
義
先
生
か
ら
上
野
清
香
先
生
へ
引
き
つ
が
れ
、
約
八
年

の
歳
月
を
経
過
し
ま
し
た
。 

 

幸
に
、
伊
集
院
町
の
有
馬
俊
郎
先
生
、
県
文
化
財
専
門
員
の
河
口
貞
徳
先
生
の
御
指
導
と
御
協
力
に
よ
り
、
こ
こ
に

集
大
成
し
発
刊
で
き
ま
す
こ
と
は
、
松
元
町
の
歴
史
の
上
に
残
る
大
き
な
事
業
で
あ
り
、
町
民
の
期
待
に
応
え
る
も

の
で
、
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

郷
土
松
元
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
の
現
在
は
、
す
べ
て
郷
土
の
先
人
が
残
さ
れ
た
血
と
汗
の
歴
史
の
上
に
築
か
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
町
民
は
、
郷
土
の
持
つ
良
き
歴
史
伝
統
と
文
化
遺
産
を
正
し
く
理
解
し
、
こ
れ

に
創
意
工
夫
を
加
え
つ
つ
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
が
、
先
人
へ
の
報
恩
で
あ
り
、
義
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
今
回
の
郷
土
誌
発
刊
の
持
つ
意
義
は
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
に
、
こ
の
郷
土
誌
が
町
民
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
愛
読
さ
れ
、
先
人
の
遺
訓
や
努
力
の
あ
と
が
後
世
に
伝
え

ら
れ
る
と
共
に
、
教
育
界
で
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
郷
土
教
育
の
一
助
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
、
引

い
て
は
郷
土
発
展
に
大
き
く
資
せ
ら
れ
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。
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